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　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　船尾 端にお け る許容起振力
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般 に 振幅 と起振力 との 関係は 次 の ようva表ibされ る 。
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　なお ， 起振偶力の場合は （2）式に お い て ， F の 代りに 偶力 M ，
　u （ξf）の 代 りに 傾斜 ut （ξf）を 用い れ ば よい α

　 i） 許 容 加 速 度

　振動加速度に 対す る許容限界と して は ジ こ れまで 主 と して感覚的な 見地か らの 種 々 の 提案
2）S）4）があ るが ， こ こ

で は 比較的低振動数に 対す る限界と し乗員居住区に お い て上下方向 25ga1 ．水平方向をそ の 112 と と る こ と と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 す る 。
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ノ
　　　 ．． ．　　　　　　　　　　　　 ．　 第 1表 に は 次項 ど も関連す る 各振動型 に つ い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 て の 諸要素 の 近似値を示 して い る が ， こ の 裘 よ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り振動中性軸 の 移動量を 表 わ す 2 節振動の ηg，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3 節振動 の α 値を・と り，， 中央居住区 お よび船

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 尾居住，後部に お い て上記許容加速度 を 押え，船

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 尾 端 に お け る 許 容値 （ae ）．を 次 式 よ り求 め 第 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 表各振動型欄 の 末尾に 示 し て あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：二鱗1蠶蠶：1個
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 こ t

’
に，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ae ： 船尾 端に お げ る許容加速度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 a ：   ・・ξるに お け る居住区 の 許容加速度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ηoe　： 両端自由均
一

梁め Pt・・ξL に お け る 振

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 幅め梁端振幅に 対す る 比

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ηa，α ； 振動中性軸 の 移動量 （文献 1）参照）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 中央居住区の 場合，船尾端許容加速度は船尾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 居住 区 の 場 合 に 比 べ ，上下 略 2〜3 倍，水 平 1〜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2 倍とな る が諸装備品 に 対す る影響或は こ れ ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 よ り生ず る騒音等を考慮し，最大値を 上下 50

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 9・L 水平 309 ・1 程度 と考 え るの カS妥当あ ろ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 う。 また船尾顯橋の 場合 は一般に 船橋上部 に お

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 い て 上下振動に 基づ く前後方向の 水平振動を伴

な うゆえ，上下許容加速度 は こ れ に よつ て押 え ちれ る こ と に なる 。
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　こ の 値 は 振動型曲線 と 見掛け付加重量を含む全荷重分布曲線と よ り求め る こ とが で きる 。 今振動型曲 線 を 両 端

自由均
一

梁 の それ と み な し ， ま た 振幅 ， 起振力を 共 に 船尾端 に お い て 考えれば ，
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一
梁 の 梁端振幅 ， ．他 の諸要素は 文献 1） 中既述 の もの で 振動数計算 の 過程 で 求め ら

れ る も の で あ る 。 こ の 近似式 に よ る 値 と ， 振動曲線並 び に そ の 荷重分布が 示 され て い る 2，3 の 実測例 よ りの 計

算値 と を 比較 し第 2 表 に 示す 。 （4 ）式に よ る 値 は 実際値 と 比 べ 一
般に やや大な る 傾向を 示 して お り，こ れ は 実

際の 振動曲線が剪断影響等に よ り両端 に お い て 相対的に 若干小 さくな る こ と に 基 くもの と考え られ る が 本論に お

い て は （4 ＞式に よる値を と る こ と と す る 。 また J．L．　Jaylorは そ の 振幅式
5） 中 C ，

＝O．5 な る値を与え て い る
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が ， こ れは鉛尾端 に おい て ，　
u （ξf）％ （ξの

　　　　　　　
＝8 を鰍 し 孵 琴に み る ご と く， 2 節振動蘭 し略平均値を与L／・ 聯 げ

え，て い る とい え る。

　iii） 対 数 減 衰 率

瀬 率 ・ 鷹 撒 授の 職 式
9’に より次の ご と 俵 わ され る ． た だ し舳 澱 靴 省晦 て あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　・r磊 灘裟嬲無認鶉聿、｝1
　式中 ，　　　　 γ ： 質量慣性回転半径　　　　μ ： AwC γ

2／E ∬

　　　　　　　 り ： μL2ノγ2
（tnL ）

2

　　　　　 α
ノ

： 直接粘性係数　　　　β
’

： 劈断粘性係数

そ の 他の 寵号 は文献 1））中の もの と 同様 で ある。 ．
対数減衰率 δ 及 び固有振動数 N を用 い て （5 ）式を変形すれ ば，
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あ り・従つ て ’hb物船 の 難 囀 の ご と く臘 物が 顳 に 相当影響す 楊 合は 肌 して ，
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9・ δ・ ÷ δ・（酬 勗 ）

…
に よ 畉 ・ （・），の 式

に 対応す る値 と して，

動数 に 比例するもの と考え る

こ とが で きる 。

　第1 図 は N を base と し

て 2 節振動 の 男合 の 対数減 衰

率を置点 した もの で あ るが ，
δ は 貨物船 ballast状態 の 上

下振動 に 対 し，

・・ … 2・（
N2100
）（・・

　ま た，貨物船 の 水 平撮動及

び 油艙船 の 上 下 ， 水平振動 に

対 して は ，

・… 38（
輪

100）（・）

に よつ て 近似的 に 表わ す こ と

が で き る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　δ÷ e・・22（
N3100
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　δ÷ … 3・（
輪

100）
で 裘わ す こ と と する ・ 第 ・図中の 値は 主 と し て 藩 都 投鯖 に 紺 る課 よ 球 め た もの で あ る 。

（8 ）

（8’

）

なお ・貨物纖 鷦 の 蠍 減衰 率 は ゜・ean 　V ・i・・ nfil
・ G・ph ・ r ．Marin ・… 等曝 験 に み る ご と く臟 黝 の

種類繊 ぴ鮒 状鰍 よ 朔 当蠣 に 変 り得る もの で あ る ・ とが わ か る が 藩 者 の 計測隙 よれば髄 纖 瀲
の 場合・空鱠時に比べ O・　02 程度大 と な る よ うで あ る 。
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以上に ょ り船尾端に お け る 許容起振力を Fe と して （2 ）式 を 霽き直 せ ぼ ，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。，また 対数減衰率は 固有振動数 ヱ〉 に 比例 し，N は
・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　略影 に 逆比例す るゆえ，船種，振動型及 び 載貨状

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　態が 周
一

で あれば，δげ
』
ぽ略 L2 に 比例する とみ な

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　 ’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す こ とが で ぎる 。 こ こ で 第 1 表 の 値 に よ り中大型貨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物船及び D1　VV　2 万〜数万屯の 油艙船に 対す る許容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船尾端起振力を 求 め，　　　　　　　　
．
「：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麻 ・誌… 毛） 
2

・・ 　 て・tt）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ：．　 ・　
1
・　　 1

』
　 L ゴ

’
垂線間長　　　　　　m

と して constant の 値を求め て み れば第 3 表の 如 くで あ る 。
・

　　　　　　　　　　　　　　　　　2　推選器等に ぎるL 次の起振力　．　　
−t

t・・bi・ ・ 船あ る い は 緬 上 の 齦 力 の 存在 しな、・ρi・・e1 艪 ・ 油 て も1艪 回轍 が船体 の 固 有踊 雛 一

激 す る と綱 覯 象が み られ る ・
・
郷 推灘 の 機伽 お よ び vaas力軸 秤 讎 び tr・ 主機台が 岡鉢で ない ・ と

に よ る計画値以外 の 不平衡或は製作誤差等 に
・
よ る もの と解す る こ とが で き ， ．主 機 に 許容 され る起振力を推定す る

場 合 ・ 前Ptで求 め fc許容起振力か らこ れ らの 不平衡力を控除 した もの を考 え る尽きで あろ う。

　 i） 推 進 器 に よる起振力
’

　 まず推進器 の 機械的不 平衡に 基 づ く起振力 （FPI）は ，

一
般 に ，

　　　　　　　　
F

・・
一（・・efft ・）・（P ・ ・P ・11・・ w ・ight）・（pr・P・11・・ di・・）・（・ ev ・1・ti・n ）

2

　 　 　 　 （11）
で 表 わ され ，一

方推進器重量は 略 そ の 直径 の 3 乗 に 比例 し，ま た直径 は 近 似 的 に ，

　　　　　　　　　　　　　　　　… P ・… d・・ ÷ （・・eff ・）（濫 ）
1！4

で 表わ され る ゆえ （11）式は ，

　　　　　　　　　　　　
F

・・ ・ … eff・・）（
SHPn7

。 瑞 ）N
・一… eff …（響 ）（叢ア　 　 …

r

・

　 こ こ に ，　　　　　　　　　　 SifPn ： 主機の 連続最大出力

　　　　　　　　　　　　　　　　　 V ，、 ： SHPn に お け る満載試運転速力

　　　　　　　　　　　　　　　　　Nn ： SffPn に 対す る毎分 圓転数

　なお，Vn は よ り厳密 に は 推進器 の前進速力を と るべ ぎで あ る が
， こ こ で は 便 宜 的 に 船速を と る こ と とする。

　つ ぎに 流体力学的不平衡力 （FPt） も推力に 比例す る もの と考 え れ ば （Fpt） と同 様に ，

　　　　　　　　　　　　　　　　・
・・・ … eff …（

SHPnVn
）（叢）

2

　 　 − 　 （12・

で表わす こ とが で きる 。

　ii）　Diesel主機の 機械 的 不 平 衡 等に 基 づ く起 振力

　主機 の 上述 の 機械的不 平衡等に よ る起搬力を Fps と す れ ば Fp3 は 近似的 に 次 の よ うに 考え る こ とが で きる 。

　　　　　　　　　　　　堀 ÷ （ceefft ・）・（m 。 ving 　Pa ・t　weight ）　・（str ・ke ）
・N2

　　　　　　　　　　　　　÷ （c° efft ・）’（・yli・d・・ di・・）2・（・t・・k・）
2・

（・yli・d・・ n 。・）・N2 　 　 　 （13）

　
Fps は FPi と同様 の 傾向を もつ もの と 考丸 られ るゆ え，実船資料に よ り （SHPn1Vn ！V／n2 ） を base と して 塔

載主 機の （cylinder 　dia）2・（stroke ）
2・

（cylinder 　no ．）を 置点 し て み る と 第 2 図 の ご と くで あ り ，
　 Fps に つ い て も，

　　　　　　　　　　　　　　　Fps ÷ （・・eff ・ ）・（
」

響）（叢）
2

　　　　　　　　 （・3t）

に よつ て 近似的に 表 わ され る こ とが わ か る 。 な お 第 2 図に は （propeller　weight ）・（d三a ） も併せ 示 して あ る 。

　す なわ ち ， 本項 に 関す る 1 次 の 起振力は い つ れ も （SffPn1　Vn）（1W脇 ）
2

を base と して表わ す こ と の で きる

N 工工
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性質の もの で あ る。

　前節に 述べ た過程 に 準 じ，実船計測値 よ り船尾端起振力を 求め ，さ らに Diesel 船に お い て は 次節の 方法 に よ

つ て 主機計画上 の 不平衡力或は 偶力を 控除 し，こ れを （SllPn ！Vn ）（NINn ＞
2　base　 Vこ 対 し置点 した もの が第 3 図

で あ る 。 第 3図 の 値は 実測例 の うち 比較的大きなもの を選 ん だ もの で あ り，
こ れに は 相当の ば らつ きが あ る が，

主 機 ， 推進器個 々 ゐ製作精度の 差及び それ らの 位相差，あ る い は計算の 過程 に お け る諸要素の 精度等を 考 え れば

　 　 　 　 　 　 　 　 　 2尠　　　　　　 e　　PROPEtLE尺 WEt6tfi
’
1PtA ，　 c” ・m ）

　　　　　　　 ミ髦　　　
x （B・R・）  鰍 醐 、醐 F ・燃   （m つ

　　　　　　　羅
　　　　　　　筆

匆

o
aOt oo2 qe3 　　 　 　 　 4at

’
　 　 rw み

輛

o．グs ひ os6 0．bl

Et−q ．2

寧 う当然 で，midship 　engine と aft 　engine ・cylipder 数の 影響 ・ 或 は 満載状態 と ballast状態 との 相違な ど

明 確に は つ か め な い
。 た だ ， 上 下起振力が 水平に 比べ 若干大きな傾向が うか が われデ こ れは機械室 2 重底 の 剛性

に 基く rnagnification 　factor の 影響が
一

つ の 原因 と も考え られ るが 断定 で きる程 の 確実さは な い
。

こ こ で は 第

・3 図よ り，安全側に とつ た 平 均値と して 次の ご と くと る も の とす る 。

　　　　　　　　　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ftq ．3

　　　　　　　　　　　謙 瓢 ll：灘 ；：：：｝　 （・4）

な お ， 前節 （10）式， 第 3表 に 対癒す る意味 の 近似値を 求め る た め ， 実船 の （SHPn ／Vn）を Lbase と して
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表わ せ ば ， 第 4図の ご と く普通 の 速度長比範囲に 対 し，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
S’llft8n）・ 22・（甜

＋什

耻

で表わ され，N と して連続最大出力の 90％ に 相当す る 回転数を とれば DieSFI 船に 対す る （14＞式は ，

　　　　　　　　　　　Ep・ ・ ・・ … 22（螽ア・・ …
2

（
s
・ ・：・・（訂 kt 　 　 1 

・

とな る 。

3　主機の 許 容起振力

　結局 ， 同調時に おけ る主機許容起振力の 船尾端 （A．P．〉 の 値に 換算 した force の 大 きさ （Fme ＞ は ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fmei＝’Fe− F ρ

に よつ て 与え られ る 。 た だ し Fp は一
般 に 回 転数 と 同 じ振動数の 場合の み考慮すれば よい 。

　 F 伽 の
一
般的傾向

と して は （10）式，第3 表 お よび （15）式 よ り船 の 長さの 自乗に 比例す るもの と考え る こ とが で き る 。

　ま た ， 主機の 不平衡力及 び 不平衡偶力は i 振動型を 両端 自由均 一
梁 の それ と 仮定し ，

recipr 。cal 　theory に よ

　　　　　　　　　1　 　 　 　
歟 の ご と く齷 端 （A ・P・）に お け る f・・ce 噸 嶷 れ る ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i）

距

ぐの

（b）

とす れ ば ，

不 平衡力の 場合

　Fmg ： X ＝ξL に お ける 不平衡力

　Fme ： Fme の 梁端位置に換算 した 値

　 Uoe ： 両 端 自由均
一

梁 の X ＝ 　9Lに お け る振幅

　 Ptoe ： UOg の 梁端に お げ る値

　 Ug ： 振動中性軸の 移動量

　　 2 節振動 の 場合 （第 5 図 （a ））

　Fme （UOe 十 Ug）＝Fm ξ（UOe 十 Ua ）

すなわ ち

　　　F 悔 ξ
諞F 鴉 2 （Uoe 十 Ue ）1（Uee十πσ）

　　　　 ＝ Fme （1十 ηa）／（ηo§十 ηa）gFme ／K2

ま た ， 3 節振動の 場合 は ， （第 5 図 （b ））

　　　θ ： 振動中性軸の 回 転移動量　　とすれば

　　　唖 ・・

†号・）’・e・ ・く吻・＋ξ・・）

（16》
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す ・ わ ・ 貼   ＠・卸 ・u ・e＋・L・・− Eme・・＋ ・ …／隔 峠   偽 　 ，、。、，

　 ii）　不平 衡偶力の 場合

　　　　　　　　　　　　　　　 Mm ξ： m ＝　gL に お け る不平衡偶力

　　　　　　　　　　　　　　　 Mnee ： Mm ξ の 梁端位置に 換算 した値

　　　　　　　　　　　　　　　　晦 ・ 両端舳 均
一

梁 の 向 儲 こお ける傾斜

　　　　　　　　　　　　　　　　wtOe ： 豌 蔭 の 梁端 に お け る値

とすれば ・ 獅 騨 の場合

　　　　　　　　　　　　　　　 Mm ・uf ・e；Mm
ξ晦 ＝ Fm ，（UOe十 Ug ）

・た 　 　 　 … 一 撮 晦 ・ ・ ゆ ・

　　　　　　　　　　　Fme 一齬笥
・一

（

4，641
十ηe）馨 聖

・

識 弩生

　すなわ ち　　　　　　M ／m ξ
”　L ・Fme1K’

2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （17）、

　 3 節振動の 場合は
，

　　　　　　　　　　　
嗣 酬 ・＝Mm ・（u

’
・・＋ ・）＝・F・m ・（… ＋告・）

・た 　 　 幣 蒲 碗 な ・ ゆ・

　　　　　　　　　　　一

舞笥
・喪業辱 一 聖

　す なわ ち　　　　　　Mme ＝ L ・Fme ／K ・

3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （17t）

K ’

2 お よ び K ’

s の 徹 夫嶼 船 の ・… 値唖 囲闕 し第 ・ 欧 示 して あ ・。すな泌 鯤 蹴 緲 る ，

鑞 鬪 す る許容起勧 （細 敵 まれ1・・
“
・
　 ・ 一ξ・

’
… fOる蟻 自体 の 計阯 嗜 容秤 勧 燭 あ る 臆

秤 簾 力 （Mm ・） は それぞ れ （・6）・（・6’

）あ る い は （・7）， （・7・

）式 よ り求 め る ・ と がで き る 。一
般的齣 を み 砒 め 澱 も瀰 ・ な 賜 い 耀 Diese1 灘 船 に つ き注 樹 ・ 秤 衡力あ るい は 不 平衡融

が それ ぞ 禅 猟 醐 す る場ft・m容値を瀧 鰍 で 眛 め た 近鰔 を 用 い 主 灘 置を ξ。・．35 と し て 求 め て
み れば第 4 表 の ご と くで あ る。

N 工工
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踊 8妊 　←　　　 刃 ’∠bkpaas 働 eeEe 吻 馴 rげ 縦 me 　ln猷mfK

Fび馳 ムo凶o （捌 ρ’7ア0〃 β刃【胡 5 ア ω 砂 π Fρ珂

” OPε Z曽V2 −H3 −v3 ，
κ 2Fレ z惆” 3圏y ヨ

ー
κ

勉 傷 y α 2孛 o ！64 タ6 ρ57 躍 204 ’乙 ク 拳64 卯

る確 帆 o．2ρ o．〃 ’．z7q86o ．2 ’ o．ノoAOO
¢ 46

Ko
轄 ρ 亭0a34

々 29o タ4 舜3ワ α 3ノ α z5

K
’

3．7 ユ 96 」 75 、ノ 3．9 ケ．0 亭．9 タ 6

  潟
2

α 68o ．劇9
’35 ’96q 妬 哩3z 乙孕『 ’．78

礁 ア 7，8 タ、ノ 98 ’ノ，25 亭 鼠 o7 屮 73

§4 適　 、用　　例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実際の 計画に 牽つ て ば ， ま ず跣述の 方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、法等に よっ て満載，
ballast 状態 の 各振

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動型 に 対す る 固有振動数 を 推定 し，こ れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．』， らが 常用 回 転数 と 同 調あ るい は 接近する

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 点に つ い て許容値 を検討し， 主機 の 不 平

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衡力あ るい は婦力 の 欄陬， また は 寒下，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左右方向へ の 配分を考慮す る要添あ る 。〒
また 以上に お い て は 2

，
3 節振動の み を対象 と した の で あ るが実際商題と し て 主機の 2 次上下起振力と船体 の 上

稿 次鯒 と喇 調 が 黼 ・な るこ と・ミあ り・・ rl・… つ L ・て は騎 髄 べ る 大型 ・… e1 油黼 闘 す る適翩
、に お い て 触れ て み る 。

　主 要 目は 下記 の 通 りと し ， 著者 の 前論文
1＞ より推定 した固有

振動数を排水量比を base と して示 した もの が 第 7 図 で あ る 。

＼
＼

　　　＼
＼

一 P
一一丶 一

2

＼
＼ ｝　z5灘 α r駲

　　　 士 5弘ρ

’

　
　
　
　
甜

＼

ミ

醸
一

弋 く

甑 螻 蔽

　 　　 乙

丶

〜

｝・駅 騰 劒囲
±8 鑑

50

＼
髄

乙

§
刈 ，

04 　 　 　 　 α5 α 6 07

弊
α 8

　　
σ 9 ！0

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Fl（7．ケ

伺図中 4節以上 の n 節振動数は ，

　　　　　　　　 N π ÷ 地 十 （n
− 2）（Ns− N2 ）

と して求め て い る。

　船型 ：　　　 Diesel　Tanker ，　Aft　Bridge

　 Lp× B × D − d ： 2五7．00　m × 30，50　m × 15．50m − 1140　
m

　　　　 ∠ t7＝＝62
，400　kt，　　Cb　＝O．805

　Main 　Engine ： 9Cy 工洫 der，　Supercharged　Diesel　 l　set

　　　 M ．C．R ．： 18，900BHPXl10RPM

　　　 Service： 16，100BHP 　xlO4 　RPM

　　　 Full　Load 　Trial　Speed　at 　M ．　C ．　R ，＝17，2knots

。驥撰 藩耄鬻購黥
定識 含 ““・　Se「v ’・e　RPM ・ ・ 欄 ・鞴 す・聯 ・
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一Eleotronio 　Library 　



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　of 　Naval 　Arohiteots 　of 　Japan

　　　　　　　　　　　　　　　　　 主機め許容 起振 力 に 対す る一考 察　　　　　　　　　　　 ．　　 285

　　i）　heavy 　ballast　condition に お い て 3node　 vertical

　 ii）　　　　　　　　　　　tf　　　　　　　　　　　　2n ◎de　horizontal

　 fii）　1・ight　ballast　 condition に お い て　5ndde 　vertiea1

となる。

　 i）　heavy 　ballast　condition ，　3node 　vertical

　　　　　　　　　　　　・・− d ＋イ・ 26… 395吾）・・… 8・，・・… ．．

　　　　　　　　　　　　S一蟷   一q 。3・・ … 4… ．・31

諮 船尾嫐 ・澱 （a ・）は §・・i）に よれ ei・… 5… i で あ るが 木総

’
af ・b．idg， で あ る た め 上下振動 。 基

づ く船橋上部 の 前後方向水平振動 を 考える必要が あ る。

　　　　　　　　（f・re−・f・ … ”・・d・ ・n … d・・ upP ・・ p
馳

・・）− hu，

b − lyt°e

（・ 86舞・ ・ ）
　　　　　　　　　　　　　　　　W

’

b ・ 船橋位置に桝 る振動曲線の傾斜

　　　　　　　　　　　　　　　Pt
’

・b ・ 両端自由均一梁 の 船橋位置に お おける振動曲線 の 傾斜

　　　　　　　　　　　　　　　　 h ： 船橋上 部 の 振動中性軸か らの 距離

　した が つ て 船橋上部 に お ける前 後方向加速度 （ab）は ，

　　　　
偽 鬻

薫 ｝，）
（乞 86魏・・圃 （… 舞・・ ）／・・÷・ 1・・］− ae　2　Kst ・・8・

船橋位置 ξ ・ O．33
， α ＝ 1．0

， 第 6 図 よ り Ks’

÷ 4．5

　　　　　　　　　　　 池1L寧 0．08　また 　ab・　＝12．・5gal　　と とれば

　　　　　　　　　　　卿 ・  素・ 33 ・・1
以上 に よ り， 船尾端許容起振力 （Fe）は ， （9 ） よ り

　　　　　　　　　　　凡 一響 ［、、器 、。 ］黒 器
2°°

一 … 9k ・

ま た 　 　 F
・
・・・・… 5（

S’e：Zfn）（諤）
2
・・・・… 5（

1

黝 （騫）二・ 47　 k・

した がつ て ， 船尾端 に 換算した 主 機 の 許容起 振力 （Fme ）は
，

　　　　　　　　　　　 砺 8 冒 E β
一

恥 ＝2．19− 1，47＝＝O．72　　　kt
鵜 ち ， 秤 勧 の み 暢 合の ξ一

聯 匹鮒 る識 の 許容側 碗 は （・6
’

〉 よ b
−

　　　　　　　　　　　
Fm 一囁 講）姻 。黙 、）一・ ・ k・

ま た ， 不平衡偶力ゐみ の 場合の 主機の 許容値 （Mm ）

‘
は ， ぐ17，

） よ り

℃．

、、） 、eavy 、。 11as、 、、濫 亀櫨 謐 1・72鱒 2
　

kt
τ
m

　　　　　　　　　　　
聡 4＋（°・7°d2＋ °・G

卿
乙
吻

一48
卿 ．』

kt

　　　I 、　 謡1署（齢鯉
瞞

臥
・

Fe＝
　　　　 tr　980× 5＿9

Fp　＝1．47　　　kt

Fme．＝＝ 2．11− 1．47＝0，64　　　kt

胴 64（
　1十〇．10
0．31十 〇．工0 ）一 ・…

Mm ＝＝ 217 × 0．64／4．0 ＝：35　　　kt−m

2°x °・°3…堅 塑 堕 4 、、 k、

kt
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　 Iiii ）　1ight　ballast　c（mdition ，　5nOde　vertical

　 こ の 揚合， 5 節上下振動は 主機 の 2次起振力 と同調する 。

融 勵 型耐 して は 熟 鰯 よ りの 諸値黼 い る …ag…　・f・
’

・
・dξIVVの 値囎 騾 飆 ・ よ 獄 ぎく影

響 さ瀾 当唖 鵬 る ・ し た が つ て 歙 振動明 す る黻 は欄 的脇 るもの とみ 鮒 れば な らない ． 9tc こ こ

（
’
は 3節上下 の 場合 と同様 ・f・ b・iClg・ 螂 の 前後水平癲 を考焔 。

　　　　　　　　　　　　
W ＝　77・°°° kt 俔 齣 付樋 劉 ま 3 節の 場舎 と同概 み なす）

　　　　　　　　　　　・・÷ ・・    ・224（
20859

）
3x‘

・・o，・58

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L

　　　　　　　　　　　
σ・勉 7厂

12・517× O・・08・・ 22・9・1

　　　　　　　　　　　砺 ・
＝ 蘚

22 ×

象鑑姜咢
・000 − b．1kt

　 した が つ て 　　　．　　 MPS÷

’
217× 2．1！7＝・65 ．　kt−m

輜 主機蘭 ・て・攤 雛 蹴 ・… N・・5 ・・1・・d・ゆ 問に 謝 た 黔 の 禽用出力 臨 け る秤 齲 力

鰹繍
くで 樹 穂 比べ げ

騨
足
雫 肺 る・ な池 場鰤 平齣 ・・ ・… e ・・ と

　　　　　　　　　　　　　L ・次秤 衡偶 力 … 叺 、欲 不平衡勵 鰤 ・、． 、
，

一

蕃
一

。 詑 ，。

下 左 有
・

上 下 左 ．右

30 61 0

　　　　　　計 算 許 容 値 　 32 　 　 35 ．i ． 65・　
’．　 ・ 二 　・

、
．、

振幅あ る い は 鍍 速 の 繃 徹 関連す躙 題 は 誰 定の 擁 に お い て 未だ 不明激 多 く腰 勲 含み ， 獄 で

難 定値に対す る鞘 の 誤差韆 け られない 腮 わ 縄 が，．輛 に よつ 隼 機許容起勧 の 大略の 。．der 蜘
る こ とが で ぎる と思 う。

鯉 の 大型化 と 高速 化畔 つ て ・ 嬾 問題は益 ・ 顱 性輔 す で あ ろ うカ1：， 物 ・ Diesel’・ X 機 の 許魏 勧 の

維 定 に 関し ， 本稿h：一一一“つ の 参考 となれば幸い であ る。 　　　　
’
　　　 ：

．．
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